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編集後記

『大阪大学大学院人間科学研究科紀要』第 37巻をお届けいたします。本巻の原稿

執筆、編集・発行にご協力をいただきました皆さまに、心よりお礼を申し上げます。

2007年 10月の大阪大学と大阪外国語大学の統合による教員増に加えて、今年度

からは 9月に博士学位を取得した者すべてに単独執筆の資格を認めることとなり、

その結果、本巻には例年に増して多くの論文を掲載することができました。これも、

本研究科における研究教育の発展のために日頃から尽力されている皆さまのおか

げであり、その努力に応えるべく本紀要のさらなる充実を図っていく所存です。ど

うか今後もご協力お願いいたします。

なお、本紀要の過去の掲載論文は、その前身である『大阪大学人間学部紀要』の

ものも含めて、人間科学研究科ホームページ http://www.hus.osaka-u.ac.jp/kiyo.html

と大阪大学機関リポジトリ OUKAhttp://ir.library.osaka・u.ac.jp/web/BHSG/index.html

において、インターネット上の全文公開を行なっております。ぜひご覧ください。
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